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(1) 

)7(,),1(),0( fff  の値がそれぞれ 0か 1をとるから 25628  通り ……(答) 

 

(2) 

kb は k が奇数のとき 0、 k が偶数のとき 1。 

0)( 11  afb  0)0( f より 01 a  1)()2( 2212  afaafb  1)1( f より 12 a  

0)2()24( 33213  afaaafb  0)3( f より 13 a  

1)6()24( 44324  afaaafb  1)6( f より 04 a  

0)4()24( 55435  afaaafb  0)4( f より 05 a  

1)()24( 66546  afaaafb  1)1( f より 16 a  

 

01 数列 Naaa ,,, 21  は、 ,0,1,1,0,0,1,1,0 の繰り返しと仮定する。 

このとき、 11 ac  、 212 2 aac  、 3≧k のとき kkkk aaac   12 24 とおくと 

数列 Nccc ,,, 21  は、 ,4,6,3,1,4,6,3,1,0 となり、 2c 以降は 4,6,3,1 の繰り返しとなる。 

)( kk cfb  であるから、01 数列 Nbbb ,,, 21  は、 ,0,1,0,1,0,1,0,1,0 となり、確かに成立。 

以上により llk 4,34  のとき 0ka 、 14,24  llk のとき 1ka  ……(答) 

 

(3) 

)0,1(),1,0())1(),0(( ff であり、 ))7(),6(()),5(),4(()),3(),2(( ffffff の各組もそれぞれ 2通りであるから 

 1624  通り ……(答) 

 

(4) 

)( 11 afb   1a は 0か 1であり、 )0(1 fb  または )1(1 fb   

条件により )1()0( ff  であるから、 1b に応じて 1a が決まる。 

 

)2( 212 aafb   2a は 0か 1であり、 

01 a ならば )0(2 fb  または )1(2 fb   11 a ならば )2(2 fb  または )3(2 fb   

条件により )1()0( ff  、 )3()2( ff  であるから、 2b に応じて 2a が決まる。 

 

3≧k のとき )24( 12 kkkk aaafb    ka は 0か 1であり、 

12 24   kk aa は、 12 ,  kk aa に応じて 6,4,2,0 のいずれかの値をとる。 

024 12   kk aa  )0,0(),( 12  kk aa のとき )0(fbk  または )1(fbk   

224 12   kk aa  )1,0(),( 12  kk aa のとき )2(fbk  または )3(fbk   

424 12   kk aa  )0,1(),( 12  kk aa のとき )4(fbk  または )5(fbk   

624 12   kk aa  )1,1(),( 12  kk aa のとき )6(fbk  または )7(fbk   

条件により )1()0( ff  、 )3()2( ff  、 )5()4( ff  、 )7()6( ff  であるから、 kb に応じて ka が決まる。 

 

以下帰納的に、順次 kb に応じて ka が決まるから、題意は示された。(証明終) 


